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企画の趣旨

本ワークショップでは、美学においてこれまで十分に論じられてこなかった即興演

劇・飲食・バーテンダーの実践などを題材として、演じる側、見られる側、見る側（観

客）、いわゆる「素人」がどのように関係し合い、いかにして芸術や美的経験を共同で構

成しているかを議論する場を設けたい。

提題者の専門は認知科学（福島・古屋）と哲学（浅野・宇野）であり、それぞれが

日々の研究や実践のなかで「これも美的経験ではないか」と感じてきた題材を持ち寄

る。フ ァインアートを中心として展開してきた従来の美学・哲学では周辺的とみなされ

がちなトピックを取り上げ、制作者と鑑賞者の関係性を軸として複数の事例を横断的に

比較・考察する。

福島の発表は味覚・嗅覚を軸とした美的経験を論じ、食べ手が食べる順序・速度・咀

嚼の仕方によって作品の経験的構造そのものを変容させうることを示す。料理は提供時

点で完結せず、受容行為のなかで（再）構成されつづけるという立場から、「味わうこ

と」が制作・演奏・パフォーマンスといった概念といかなる関係を結ぶかを問う。浅野

の発表は「素人」に焦点を当て、守破離という修養論を補助線に、鑑賞における「型」

の習得過程を検討する。玄人から提示された細部への注目が素人の鑑賞をどう方向づけ、

またどのような取り違えを生むかを論じながら、哲学者が理想とする「素人性」の意味

を問い直す。古屋の発表は即興演技の行動観察実験をもとに、Peirce 記号論の枠組みか

ら演者の推論プロセスを分析する。「役のように見える」という制約（habit）が推論を

加速させ、そこからの逸脱（受動的なずれ／能動的なずれ）が Peirce 美学における

Firstness——まだ概念に分節化されていない質的で直接的な感覚経験——の出現条件とな

ることを論じ、「見る」「見られる」の相互行為のなかで美的経験がいかに生成されるか

を考察する。宇野の発表はバーテンダーの調酒行為を取り上げ、カウンター越しの客と

の相互行為のなかで生じるフロー体験を日常性の美学との関連から位置づけ、その美的

経験の独自性を検討する。

これらの事例に通底するのは、美的経験が一方向的な受容ではなく、演者・作者・鑑

賞者・素人が相互に関与し合う動的なプロセスとして成立するのではないか、という問

いである。本ワークショップはこの問いを共有の出発点として、〈見る〉／〈見られる〉

という関係が各事例においてどのような形をとるかを比較しながら議論を深めたい。



提題者のうち 3 名は科学基礎論学会での発表が初めてであり、各々の中心的専門領域

外からの参入となるが、本ワークショップを通じて学会聴衆との活発な交流が生まれる

ことを期待している。

ワークショップは、各提題者による 20 分程度の個別発表を中心とし、その後に十分

な質疑応答とフロアディスカッションの時間を設ける予定である。



味・㤶りにおける鑑賞者と制作者について

福 島  宙 輝 (Hiroki Fxyma) 

神戸大学　 DX・情報統括本部 / システム情報学研究科 

味覚・嗅覚を基軸感覚とする美的体験は、⤮画・㡢ᴦ・ᩥ学といった᪤Ꮡの芸術ࣕࢪ

ンࣝの枠組みや、理論の横流しでは十分にㄝ᫂しきれない側㠃をもつ。本発表では、制

作者と鑑賞者の関係に焦点を当て、飲食における美的経験の独自性を検討してみたい。 
一⯡に芸術作品は「作者 ̿ 作品（テクスト）̿ 受容者」という構ᅗのもとで論じ

られてきた。⤮画では画ᐙが制作した作品を観者が鑑賞し、㡢ᴦでは作᭤ᐙによるᴦ᭤

（スࢥア）を演奏者がパフォーマンスによって表現し、聴衆が受容する。ᩥ学において

も、ㄞ者はテクストをゎ㔘するが、その≀理的ෆ容（ᩥᏐ、ᩥ❶）を᭩き᥮えるᶒ㝈ま

では通常もたない。機Ეの௰௓をྵむ⩻ヂのྍ能性や、テクストゎ㔘のከᵝ性は当↛Ꮡ

ᅾするが、作品の同一性、すなわち␗なる人が「同じものをみた」といえる性質のよう

なものはある程度ಖ持されているとᛮう。

しかし、料理を中心とする飲食経験はこの構ᅗにᚲずしも཰まらない。一─の作品に

ࣞシピ考᱌者、生⏘者、料理人、提供者が関与するとしても、᭱⤊的な経験の成立には

食べ手の✚ᴟ的な௓入が୙ྍḞである。上にࡂりᑑྖの食べる順序を変える、パスタに

調味料を㏣加する、▼↝ࣅࣅンバをΰࡐる、 度の変化を待つ（⯉は 度ᖏによって感

じやすい味が変化する）、௚者と取り分けるといった食事行為、共食行為によって、作

品の経験的構造そのものが容᫆に変容しうる。たとえࡤカࢶカࣞーを食べる㝿に、カࢶ

から食べるのか、ࣝーから食べるのか、すべてをΰࡐるのかによって、知覚される㢼味

の時間的構造は変化するが、料理人はその順序を完඲には統制できない（食べることの

時間的性質については 2024 ᖺのᣋ✏を参↷）。᭱ ᝏの場合、「ちࡻっと㡬ᡝ」「ࡦとཱྀあ

げるࡡ」などという୙ᇝな㍮によって、パティシエの作品であるパフ࢙のストーࣜーに

඲く別の作品のダイ࢙ࢪストがカットインしてくることもある。

作品の経験において受容者側の持ち分が大きいという構ᅗは、受容者の㌟体条件にᙉ

く౫Ꮡすることを考えると一ᒙ深้である。✵⭡≧ែ、体調、ᩥ化的⫼ᬒ、過ཤの食経

験、アࣞࣝࢠーや嗅覚㞀ᐖの有↓、味が立ち現れる✵間としてのཱྀ⭍容✚の個人ᕪなど

によって、同一の料理が心理的のみならず≀理的にも、化学的にもまったく␗なる経験

として立ち現れる。サバの味ჯ↻がいかに高度に美的な料理であったとしても、サバア

ーをもつ人にとっては受容そのものが୙ྍ能である。ここでは受容௨๓に、㌟体ࢠࣝࣞ

的制約が作品の成立をつ定している。

このように、味においては「客観的でᬑ㐢的な美的性質が経験にඛ立って料理にෆᅾ

する」とは考えにくいのではないかというのが、「みる・みられる」をテーマとした本

ワークショップでまず検討したいことである。

加えて検討したいことは、この味覚・嗅覚の≉性を検討していく中で生じてきた、ᗄ

分㞧㥍ないくつかの疑問点についてである。「味わうこと」は、制作・演奏・パフォー



マンス・表現といった芸術にまつわるㅖ概念とどのような関係を結ぶのか。食べ手がᢸ

う「演奏」的側㠃（食べる順序や速度、咀嚼）、咀嚼やテイスティンࢢにおける「わࡊ」

はパフォーマンスとして、鑑賞者でありながら作品の表現୺体となりうるのかを検討し

たい。そこでは、食べる人を᭱⤊的な作品の制作者に組み㎸ࢇで、「食べられるまで料

理は料理ではない」とまでゝえるかといったことや、さらには食べることは作品の破ቯ

か、といった問いもど野に入れたい。 
現ẁ㝵では、➹者自㌟は食べること、飲むことは作品の「受容」であると同時に「（再）

構成」でもあると୺ᙇしてみたいとᛮっている。受容者は作品の᭱⤊的な意味づけだけ

でなく、経験の≀質的・時間的構成にも参与する。௚ࣕࢪンࣝと比べて受容者側のỴ定

ᶒが大きく、作品は提供時点で完結せず、食べる行為のなかで（⏝ㄒが㐺ษかはわから

ないが）構成されつづけるのだと考えている。すなわち、味わうこと、嗅ࡄことにおい

ては演奏やパフォーマンスが一定程度受容者側にጤࡡられ、⯉やཱྀ⭍、㰯⭍がパフォー

マンスのステーࢪとなりうるのではないかと考えたい。本発表は、こうした飲食におけ

る制作者と鑑賞者の関係性の≉␗性を提示することで、ワークショップ඲体の〈みる〉

／〈みられる〉をめࡄる議論への素材を提供する。 
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素人をめࡄるいくつかのヨ論 
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 本発表では、美学の㠀専門ᐙの立場から、鑑賞における「素人」というᏑᅾについて、

いくらかのヰ題提供をおこなうことを目的とする。 
素人と玄人の鑑賞のᕪ␗は、しࡤしࡤᑐ㇟の見え方の違いとしてㄝ᫂される。たとえ

なる㌟体㐠動の連㙐としても、ヨ合展開をᕥྑする高ࢇ野⌫のヨ合の一場㠃は、た、ࡤ

度な㥑けᘬきとしても立ち現れる。同ᵝに一ᯛの⤮画も、ᖹ㠃的なⰍの㓄置であると同

時に、ᚲずしも目に見えない作者のᛮ想や感情の表出としても見られうる。実㝿、⇍㐩

したゎㄝ者のㄒりは、鑑賞のᑐ㇟に㥆ᰁみのないど聴者の注意を向けかえることで、そ

れまで見えていなかった動きや表情を意味あるものとして๓ᬒ化させる。こうしたㄏᑟ

は、事実のఏ㐩というよりは、ୡ⏺のᫎり方そのものの変容をಁすႠみといえるだࢁう。 
本発表では、日本のఏ統的な修養論である「守破離」を補助線にしながら、こうしたୡ

⏺のᤊえ方を習得し、変容させていく過程を中心に検討したい。 
まず検討したいのが、こうした見るための「型」とでもゝうべきものが、その習得の

初期ẁ㝵において、どのように提示され、またどのように理ゎされるか、という問題で

ある。鑑賞において᪂しい見方を立ち上げるために、玄人はල体的なᣦ示をともなう形

で細部への注目をಁすことがある。たとえࡤ、⤮画をそこにᥥかれた㢼ᬒとしてしか見

ていない者にᑐし、あえて⤮ලの┒り上がりや➹౑いの方向に注目させることで、画ᐙ

の流ὴや制作の⫼ᬒという᪂たな観点を開いたり、同ᵝに、野⌫観ᡓにおいてᡴ⌫の行

方ではなく外野手の守ഛ位置や㊊の㐠ࡧに目を向けさせることで、守ഛのᡓ␎的側㠃に

Ẽづかせたりすることがある。 
しかし、型の習得において、こうした細部への注目はある✀の㌿ಽを生じさせうる。

本来、上㏙のようなᣦ示は、より自⏤で㇏かな鑑賞へと⮳るためのᬻ定的な⿦置に過ࡂ

ない。とこࢁが素人は、玄人から提示された細部そのものを、཰㞟すべきデータや守る

べきつ⠊として受け取ってしまう。こうして素人は細部を注どしていることがṇしい鑑

賞のドᣐであるとᛮい㎸むようになる。本発表では、「守」のẁ㝵で生じがちなこの過

程において素人はఱを取り違えているのか、そもそも型の習得において細部への╔目が

なࡐ、どのように関わってくるのか、といったことについて考えてみたい。 
᭱後に、時間がチせࡤ、哲学者と素人性をめࡄる問題についても考えてみたい。哲学

者は専門化・細分化された知にᢠする者として素人であらࡤࡡならないとゝわれること

がある。こうしたㅝれの┿ഇはᥐくとしても、ここで理想とされる素人性とは、結ᒁの

とこࢁ、➃的な↓知でも᪤Ꮡの型をᩥᏐ通りにಙじ㎸むことでもないだࢁう。むしࢁ、

それらを経て型から離れた、つまり型を⾑⫗化した上でそこから自⏤になる玄人のቃᆅ、

すなわち「離」の≧ែをᣦしているのではないか。本発表では、௨上のような問いを入

りཱྀとして、鑑賞における素人の問題について参加者ㅖẶと共に議論を深めたい。 



バーテンダーはどのような美的経験を味わうか 

宇野佑 

無所属 

　本発表は、バーテンダーがカクテルを作成する際に経験する美的経験を、作り手の視点
から考察することを目的とする。 

カクテルはバーテンダーがゲストのオーダーに応じて作る、そのとき、その場限りでのハレ
の食事の一種である。バーテンダーはその作成において、ベーススピリッツやフレッシュ
ジュースといった素材の選択と組み合わせ、温度管理、味のバランス調整、グラスやガー
ニッシュの選択など、複合的な知識と技術を活かしつつ感性を最大限に発揮する。

こうした実践を考察するための理論的枠組みとして、本発表はまず美学者Yuriko Saitoが
提唱する「することの美的次元（the aesthetic dimension of doing）」を援用する。この概念
は、伝統的な美学が中心に置いてきた鑑賞者の受動的経験ではなく、作り手・行為者の能
動的実践における美的経験に焦点を当てるものであり、カクテル作成という身体的・感覚的
実践を記述する上で有効な視座を提供する。 

　次に、その実践がいかなる質の経験なのかを分析するため、心理学者チクセントミハイの
フロー（flow）概念を補助的な分析枠組みとして用いる。フローを伴う行為は「一つの活動に
深く没入しているので他の何ものも問題とならなくなる状態, その経験それ自体が非常に楽
しいので, 純粋にそれをするということのために, 多くの時間や労力を費やす状態」として特
徴づけられる。バーテンダーがカクテル作成において達成するフローは、Saitoの言う「する
ことの美的次元」が現象として具現化した事例として捉えることができると考える。

　以上の考察を踏まえ、本発表では最終的に、作り手の側の美的経験（フローを伴う制作）と
受け手の側の美的経験（ゲストによるカクテルの享受）の間にいかなる構造的関係が成立す
るかという問いを提起し、参加者との議論の糸口としたい。 
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⦡られること㸪はみ出すこと 

「演じる」ことにみられる制約と Firstness 
 

古 屋   有 紀 子 （Yukiko Furuya） 
 
 

千葉大学大学院 情報・データサイエンス学府 ༤ኈㄢ程 2 ᖺ 
 
 ⚾たちはㄡかとᑐヰするとき㸪相手の意ᅗを推 し㸪場にࡩさわしい᣺る⯙いを㑅ࢇ

でいる㸬たとえࡤ⚾はඛ生の๓では学生のように᣺る⯙うし㸪きࡻうだいの๓ではጜの

ように᣺る⯙う㸬即興演技のような「演じる」ことが意㆑される場㠃では㸪このഴ向は

㝿立つ㸬演者は「役のように見えているだࢁうか」という意㆑に常に㥑り立てられ㸪相

手のゝ動をどうゎ㔘し㸪自分がどう応じるかを⤯えず調ᩚする㸬Foucault（1975）がパ

しは୺体にෆ㠃化され㸪୺ࡊン論においてᥥいたように㸪外的な┘どのまなࢥプティࣀ

体自㌟のつᚊとして作動する㸬ᑐヰの場においても㸪「௚者からどう見られるか」とい

う想ീ上のまなࡊしが演者のෆに立ち上がり㸪推論の方向をつ制している㸬こうしたෆ

㠃化された制約は㸪Peirce の⏝ㄒでゝえࡤ habit——推論をあらかじめ枠づけるつ⠊的制

約——として位置づけることができる㸬ただしこの制約は推論を೵Ṇさせるのではなく㸪

むしࢁ≉定の方向へと推論をᑟくࣝࢿࣕࢳとして機能する㸬 
 この制約の機能は༢に推論のᢚ制ではなく㸪推論の方向性のỴ定の基‽になりうる㸬

๰造性研究においては㸪制約が᥈⣴✵間を㝈定することでᛮ考を「᭱ᑠ᢬ᢠの㐨」から

逸脱させ㸪かえって独๰的なゎの生成をಁすことがᗈく報࿌されている（Stokes, 2006; 
Acar et al., 2019）㸬ತྃにおける஬୐஬の型がかえって㇏かな表現をྍ能にするよう

に㸪「役のように見える」という制約は㸪演者の推論に方向と⥭ᙇを与え㸪≧ἣが変化

するたࡧに᪂たな௬ㄝの生成を㥑動しているのである㸬 
 ➹者は大学生をᑐ㇟とした即興演技の行動観察実験を実᪋し㸪このような௬ㄝ変化の

プロセスを Peirce 記号論の枠組みから分析した㸬その結ᯝ㸪ゎ㔘の「ずれ」に஧つの

ᵝែがあることが᫂らかになった㸬一つは㸪ᑐヰの✚み㔜ࡡのなかで཮方のゎ㔘が知ら

ず知らずのうちに஋離していく受動的なずれ（passive gap）㸬もう一つは㸪演者自㌟が

意ᅗ的にゎ㔘の枠組みをษり᭰え㸪᪂たな௬ㄝを立ち上げる能動的なずれ（active gap）
である㸬Gadamer（1960）のᆅᖹ⼥合の観点からすれࡤ㸪この「ずれ」とは㸪஧人の演

者のᆅᖹが予期せࡠ仕方で交ᕪし㸪᪤Ꮡの理ゎの枠組みが再⦅を㏕られる事ែに࡯かな

らない㸬いずれの場合も㸪「役のように見える」という制約が๓提としてᏑᅾしている

からこそ㸪その制約と≧ἣのあいだに生じた㱈㱒が㸪推論を加速させ㸪᪂たな abduction
（௬ㄝ生成）を๰発させている㸬 
 ここで問いとなるのは㸪この๰造的な逸脱の経験が㸪美的経験とどのような関係にあ

るのかということである㸬Peirce の美学（esthetics）は㸪美を「理⏤なく客観的に賞㈶

に್するもの」（CP 1.191）としてᤊえ㸪その本質を Firstness——まだ概念に分節化され



ていない㸪質的で直接的な感覚経験——に見出した㸬habit がᏳ定的に機能している㝈り㸪

推論は᪤知の枠組みのなかでῐ々と進行し㸪Firstness は⫼ᬒに㏥いている㸬だが㸪制

約と≧ἣのあいだの㱈㱒によって habit がᦂさぶられ㸪演者がまだ名づけられていない

㦫きや違࿴感㸪あるいは予期せࡠ共㬆に直㠃するとき㸪そこにFirstnessが立ち現れる㸬

Ibri（2015）は芸術ᐙのႠみを「ᢕᥱしえないものをᤊえ㸪それを合理的にする」こと

と≉ᚩづけたが㸪この理論的どᗙに立てࡤ㸪即興演技者もまた㸪制約がもたらすずれの

ྈ中でこのႠみを㐙行しているとゝえよう㸬 
 ௨上の⫼ᬒを㋃まえ㸪本発表では௨ୗの஧点を提示する㸬➨一に㸪「役のように見え

る」という制約がいかにして推論を加速させ㸪同時にそこからの๰造的逸脱（受動的な

ずれ／能動的なずれ）を生み出すかを㸪実験データに基づいて示すこと㸬➨஧に㸪この

制約に㥑動された逸脱こそが Peirce 美学における Firstness の出現条件であることを

論じ㸪「見る」「見られる」の相互行為のなかで美的経験がいかにして生成されるかを考

察することである㸬 
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